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市政に臨む基本的な姿勢

◎連帯・協働

市民・企業・団体等が行政と連携し、市民一人ひとりがまちづくりの

主役となる協働のまちづくりを推進します。

◎対話・公平

公平・公正・公開を原則に、市民との対話による開かれた市政を推進

します。

◎創造・変革

小さくともキラリと光るまちを創造するため、あるべきまちの理想を

描き、立ち止まることなく変革に取り組む、行動する市政を推進します。
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１ 新たな時代の豊かさの実現

◎施策と具体的な内容

（１）ICT活用による市内経済の活性化

「新しい生活様式」を踏まえ、ICT活用による新たな事業環境の構築や起業・

創業を促進するとともに、市内企業同士の取引拡大を推進し、域内循環の向上

による市内経済の活性化を図ります。

①ICTを活用した新たな事業活動への支援

②民間と連携したカルルス地区への光ファイバーの整備

③企業の強みを明確にし、市民の購買意欲を喚起することによる域内経済循環

の推進

④商工会議所や市内商店会、飲食店組合、漁組、農協等と連携した消費拡大の

推進

（２）観光の玄関口である登別地区の活性化

JR登別駅前における観光案内機能の充実やJR登別駅のバリアフリー化、交通

結節点としての機能強化など、観光の玄関口である登別地区の活性化を図りま

す。

①JR北海道と連携したJR登別駅内へのエレベーターの設置

②北海道と連携した駅前広場の整備

③（仮称）登別市情報発信拠点施設の整備

④廃止後の婦人センター敷地の活用に向けた検討

⑤登別マリンパークニクス施設の民間への譲渡

（３）登別観光の「食」の魅力の向上

登別ブランドや一次産品の高付加価値化を推進し、登別観光の「食」の魅力

の向上を図るとともに、新商品の開発を促進します。

①登別ブランド推進協議会と連携し、より多くの人の購買へとつなげる新たな

販売戦略・取組等の検討及び推進

②ふるさと納税の返礼品への活用など、新商品開発に向けた支援

③育てる漁業の推進や酪農、畜産などの登別の一次産品の高付加価値化や地産

地消の推進

（４）広域及び全市観光の推進

アイヌ文化などの地域の魅力を発信するとともに、体験や夜間などの新たな
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魅力を創出し、広域観光や滞在型に広がりを見せる全市観光を推進します。

①新型コロナウイルス感染症の収束状況や国内人口の減少を見据えた地域資

源の発掘や観光誘客の推進

②「新しい生活様式」に対応するICTを活用した観光情報の発信

③情報発信拠点施設等におけるウポポイの情報発信及び市内のアイヌ文化の

魅力の発信

④登別温泉地区・登別地区への来訪を促すため、虎杖浜・竹浦地区やウポポイ

とを結ぶエクスカーションメニューの開発に向けた検討

⑤登別商工会議所等が検討しているDMO、DMCの組織設立時の協力・支援

⑥カルルス地区の振興とカルルス温泉サンライバスキー場の魅力の向上
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２ 市民の心がきらりと輝くまち

◎施策と具体的な内容

（１）安心して産み・育てられるまちづくり

妊娠や出産、子育てに伴う不安を解消し、誰もが安心して子どもを産み・育

てられるまちづくりを推進します。

①新型コロナ禍の中で未来を担う子どもを育む妊娠期の女性に対する応援金

の支給

②子育て世代包括支援センターを開設し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のない支援の充実・強化

③保健師や助産師等による妊娠、出産、子育てに関するオンライン相談の実施

④不妊・不育に悩む方に対する特定不妊・不育症治療費の支援

⑤入院時における、子ども医療費助成の対象者を高校生までの拡大

（２）元気に暮らせる地域社会の実現

健康づくりや生活習慣病予防を推進し、年齢を重ねても元気に暮らせる地域

社会の実現を目指します。

①食生活や適度な運動、規則正しい生活習慣などの健康意識の醸成と健康づく

りの推進

②糖尿病性腎症の重症化予防の取組の推進

③医療機関や社会福祉機関、学校、事業主、民間団体等と連携した自殺予防対

策の推進

（３）充実した地域医療の確保

病気やけがの際にも安心できる充実した地域医療の確保を図ります。

①新型コロナウイルス感染症予防対策の推進

②地域医療体制、救急医療体制の維持

③予防接種の推進

（４）地域包括ケアシステムの推進

地域包括ケアシステムを推進し、高齢者や障がい者など、誰もが安心して地

域で暮らせる共生社会の実現に向けた取組を推進します。

①要介護状態にならないためのフレイル対策等の推進

②障がい者関係団体との連携強化とあいサポート運動の推進

③高齢者が生きがいをもって暮らすための市民活動の支援
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④民生委員・児童委員をはじめとした地域を支える市民と連携した地域づくり

の推進

（５）暮らしの中の各種市民活動の推進

いきいきと充実した暮らしができるよう、市民活動や生涯学習、文化活動、

スポーツ活動を推進します。

①市民活動や文化・スポーツ活動など、市民の自主的、主体的な活動の支援と

将来を担う人材の育成を推進

②「新しい生活様式」を踏まえ、ICTを活用した団体間の連携支援

③東京２０２０オリンピック・パラリンピックのホストタウン、共生社会ホス

トタウンの推進
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３ かけがえのない暮らしを守り抜くまち

◎施策と具体的な内容

（１）各種防災計画の策定や地域防災力の強化

強靭化計画や各種防災計画の策定を進めるほか、企業版BCPの策定や全市一

斉避難訓練を支援するなど、地域防災力の強化や災害に強いまちづくりを推進

します。

①強靭化計画の策定

②福祉避難所の拡充

③商工会議所等と連携した企業版BCPの策定支援

④連合町内会が実施する全市一斉避難訓練の支援

⑤避難所運営に対する感染予防対策の強化

（２）消防体制の強化

消防本部・本署と鷲別支署を統合した消防本部新庁舎の建設を進めるなど、

消防体制の充実・強化を図ります。

①消防署東支署を核とした登別地区と登別温泉地区の安全安心な環境づくりの

推進

②消防団登別温泉分団、登別分団の施設整備による消防体制の充実

③幌別地区と鷲別地区の消防体制の強化を図るための消防本部新庁舎の建設

（３）クリンクルセンターのあり方の検討

効率的で環境に配慮したごみ処理を推進し、きれいな登別を未来に引き継ぐ

ため、ごみの減量化や再資源化の推進や将来のクリンクルセンターのあり方を

検討します。

①再延命化又は建替の方針決定

②将来のごみ処理施設の小規模化に向けたごみの減量化やごみの分別のあり方

の検討

③受益者負担２割の維持とごみ減量化推進のため、令和３年４月よりごみ関連

手数料の改定
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４ 子どもたちや若者の笑顔がきらりと輝くまち

◎施策と具体的な内容

（１）GIGAスクール構想・読書活動の推進

GIGAスクール構想の推進による新しい教育環境づくりや、子ども読書活動推

進計画に基づき読書活動を推進します。

①デジタル教材及び周辺機器の整備

②ICTの活用による質の高い教育の提供

③ICTを活用した社会教育の充実

④電子資料等の活用及び図書館司書と学校司書の連携強化による子どもの読書

環境の充実

（２）グローバル人材の育成

英語教育や多文化共生を推進し、世界で活躍できるグローバル人材の育成を

図ります。

①外国語指導助手（ALT）の増員による小学校の早い段階から自然に日常会話が

できる英語能力の育成

②幼児期に英語を覚えることが楽しくなる環境づくりの推進

③国際交流や多文化共生の推進

（３）豊かな心を育み、生命を大切にする教育

豊かな心を育み、いのちを大切にする教育を推進します。

①家庭、地域、学校が連携による、いのちの大切さと豊かな心を育む教育活動

の推進

②児童生徒が相談しやすい体制づくりの推進

③コミュニティ・スクールを活用した豊かな人間性の育成

（４）幼児教育・保育の充実・強化

保育所のICT化や待機児童の解消、保育所の民間活力の導入などを推進し、幼

児教育・保育の充実・強化を図ります。

①待機児童のない保育所運営と民間移譲の実施

②保育所のICT化の推進による利便性の向上

③保育従事者等への応援給付金の支給
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（５）児童の居場所づくりや遊び場の確保

児童館や放課後児童クラブ、放課後子ども教室の一体的な運営や将来のあり

方を検討するとともに、児童の居場所づくりを推進します。

①児童館、放課後児童クラブ、放課後子ども教室の一体的な運営等の検討

②児童館の学校内又は学校敷地内等への移転の検討

③放課後児童クラブの学校内又は学校敷地内等への移転の検討

（６）まちづくりを担う人材の育成

まちづくり活動に若い世代や新たな人材の参画を促し、未来のまちづくりを

担う人材の育成を図ります。

①市民自治推進委員会の活動促進

②日本工学院北海道専門学校との連携強化

③高校生などの若者の参加による市制施行５０周年記念事業の実施
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５ ５０年先を見通す行政の総点検

◎施策と具体的な内容

（１）コンパクトシティの推進

将来の人口減少を見据えて、コンパクトで機能的な暮らしやすい快適なまち

づくりを推進します。

①安全安心なまちづくりに向けた都市計画マスタープランの見直し

②人口密度の維持や都市機能の誘導など、持続可能なコンパクトシティの実現

と公共交通によるネットワークの連携に向けた立地適正化計画の策定

③暮らしやすいまちづくりに向けた都市計画区域区分・地域地区の見直し

④まちづくりと連携した地域公共交通の計画等の策定

⑤人口が減少する中にあっても安全に快適に生活することができるよう水道や

下水道、道路、公園、市営住宅等の計画的な維持管理の推進と将来のあり方

の検討

⑥豊かなみどりや地域の歴史、特色ある景観を守り育て、未来に引き継ぐため

の景観形成・保全の推進

（２）市有財産の縮減と新たな活用

集会施設や市営住宅、小中学校などの公共施設の統廃合を進めるとともに、

魅力的な住宅地の形成による人口減少の緩和を図るため、市有財産の有効活用

を図ります。

①公共施設の縮減と適正配置を行うため公共施設等総合管理計画の見直し

②適正な維持管理を行うための公共施設個別施設計画の策定

③地域活性化のための市有財産の積極的な処分と利活用に向けた検討

④人口減少を見据えた小中学校の統廃合の推進と統廃合後の施設の有効活用の

検討

⑤市営住宅の適正配置と高齢者に配慮した居住環境の整備

（３）市役所本庁舎の建替に向けた検討

新しい生活様式の導入等による影響を検証し、新たな市役所本庁舎の建替に

向けた検討を進めてまいります。

①国や北海道が示す津波浸水予測等を踏まえた本庁舎建設基本計画の一部内容

の再考

②本庁舎の建設位置、時期の再検討
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（４）ICTを活用した行政事務の効率化・スマート化

「新しい生活様式」の導入やICT技術の活用、Society5.0を踏まえ、行政情報

の発信や行政事務の効率化・スマート化を図ります。

①市税や手数料などのキャッシュレス決済の導入

②電子決裁の導入

③テレワークやリモートオンライン会議が可能な環境整備の推進

（５）健全な財政運営

中期財政見通しと行財政改革プランの連動など、行政マネジメントの強化を

図り、健全な財政運営や計画的で効率的な市政経営を進めます。

①中期財政見通しや大型事業推進プラン、（仮称）廃止施設等除却推進プラン

の策定

②行財政改革プランの見直し

③長期的視野に立った市政経営の推進


